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ふつう我 々が外界パターンをみた り思考 したりする時におこる急速眼球運動 (サッ
ケ- ド)は､約 250日SeCの固定視と別の場所への速い跳躍のセットのシリーズである｡
急速に眼球を動かしている問は､パ ターンの知覚は､不可能であると考えられる｡網













ると仮定で きるなら､上の実験事実 は周辺視がパ ター ン認識に際 しての情報圧縮 にと
って大変大 きな意味をもっていることを示している,
眼球運動 とパ ターン認識過程の間の関係を積極的に結び つける仮説を提唱するため
には､ さらにいくつかの実験事実が必要である｡JtJ圧.sZ と Bt-)l･.qCnP)及び Trci.q･man3
は､眼球運動 より数 倍から10倍速い過程が肯在することをみいだした｡ すなわち
数 10[7SP(､のタ イムスケールでおころ lreiLLl.C日日vtJな過程であるO これ らの心理実
験は､Oosch(.=(〕4'らの生理実験によ って基礎づけられ うる｡すなわち視床 - 皮質の
ニ ューロンネッ トワークにおいて与)視床の網様複合体の細抱の数 10ms(･(･つづ くバ-
ス ト発射が観察されている｡ この部分の特異なニ ューロンネッ トr-)- クを考首すれば､
上の心理実験に封する生理学的細見 を与えることがで きる｡すなわち､数 】Oms(:(･の タ
イム スケールで並列的な ()real,tent,i(川 の処理がなされ眼球運動がおころ 250InSPCま
でにこの並列的な flr(-･aH.enl,ionの継時的変化として f()(7alal.I,(,nl.ionの 過程が存在
し､それが主に視床の細胞の特異的な反応に起因 しているとみ ることができる｡
§3 眼球運動の機能的解釈
さらに皮質の構造 と視床 ･皮質の相互作用系を考えあわせると､上記の無意識 レベ
ルの生理心理的惰柑処理に加 えて､意識 しベ ルでの自動スキャニングの惰服処呼過程
が存在 することが分 かる｡我 々は先に大脳皮質のメモリー構造 を簡単な tデルで調べ､
初期に互いに独 立に貯えられたメモリー表相関に継時的な関係づけを可能にするルー
ルが系内に自己胡繊 ざれ､ そのルー ルが円写像の生み出すカオスで極めてよく表現さ
れ ることをみた｡6)この.}モ リーの 自動サーチ(7)結果は視床 ･皮質相互作用系を通 じ




回視で､視床に IlarI･alf-J･1inscqucnce与)の過程が皮質のセマ ンティクスの貫3,晋 を受け
ながらおこるが､この時 シーンは比較的幅の広い円板状の領域への fo〔Lalat.I.cnt.iol
の七､ソトに分解 され る｡ それ らは最初のセマ ンデイクスに応 じて無意識 レベルで サー
チされる順位が生理 レベ ルの継時変化というかたちをとって区別 されている｡二番 目
の固視点はこの時の無意識 レベルの時間軸上で順位 2である｡ この点に眼球が移動す
ると､前と異なる注視点に座標原点 をもつシーンから得 られる情相は異なるため皮質














れるが､ また逆にカオスは､視床の情報処理に対 しては低次のセマンデ イクスとして
働きその結果眼球運動が出現する｡眼球運動の軌跡自体のランダムネスとカオスとは
間接的な関係 しかないだろう｡眼球運動は外界のシーンの脳による意味的な憎柑圧縮
の成果であ り､カオスはその情報圧縮のルールを生成 していると考えられる｡我 々の
カオスはメモリー空間上のカオスであるので､比較的短い長さをもつい くつものメモ
リー系列を与えることができる｡個々のメモ リー系列はシーンの解釈に対 して一つの
ルールを与えるだろう｡我 々のカオスはこれ らルールの集合体を表現 している｡
認識が完了するまでの間の眼球運動の軌跡が一人の被験者の思い入れ (シ-ン全体
に対する先行的理解)や個々の被験者によって異なっているのは､個々人の状況に応
じたシーンに対するセマンテ ィクスの違いによる情報圧縮のルールの遣いであろうと
考えられる｡
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